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 東南極大陸ウィルクスランド沖（緯度が約 60°～75°S，経度が約 110°E～180 °E の範囲の海域）で得られ

た９本の海底堆積物コアについて，古地磁気および岩石磁気測定を行った．使用したコアは旧石油公団のプロジェ

クト(1980-2000)で取得されたものである．これらのコアから，7cc キューブを用いて，ほぼ連続的に試料採取を

行った． 

 パイロット試料について，段階交流消磁テストを行った結果，ほとんどの試料の持つ自然残留磁化(NRM)は安

定であり，かつ試料の保磁力は高いことがわかった．等温残留磁化(IRM)の段階付加テスト，熱磁化分析などを併

用し検討した結果，NRM をになう磁性鉱物はチタノマグヘマイトであるという結論にたっした．また，すべての試

料について，帯磁率異方性(AMS)を測定した．パイロット試料の実験結果から，すべての試料に関して，20mT, 35mT, 

80mT の 3 段階の交流消磁後の NRM を求め，さらに，同じく 3 段階の非履歴性残留磁化(ARM)，および，1T の IRM

を求めた．これらの値から，相対的な古地球磁場強度を求めるパラメーターを計算した．また， -0.1T と-0.3T

の S-ratio を求めた． 

 以上の結果から，帯磁率変化，NRM の伏角変化，古地球磁場強度変化をすべて併用し，研究対象のコアにいつ

いて対比をおこなうことができた．これらのコアは主として第四紀中期以降の堆積物ではあるが，一部のコアは B

－M境界（松山－ブリュンヌ）境界に達していることが確認できた．磁性鉱物がチタノマグヘマイトであり，堆積

後に低温酸化を受けている可能性もあるので，古地球磁場強度の変遷について論じることは，今回は行わない．た

だし，相対的な古地球磁場強度曲線は対比に極めて有効であった．S-ratio はパルス着磁装置を使用してキューブ

毎に測定する従来よく行われている方法と，マイクロマグ（AGM）を用いた試料の細粒部分のみを測定する方法と

を併用して求めた．両者はおよそ同じ変化を示すが，部分的に異なる層準があり，この層準では，粗粒粒子が多く

混入していることが推定される．-0.3T の S-ratio は安定して高い値を示す．一方，-0.1T の S-ratio はいくつか

のコアで，深度に対して明確な増減の曲線を描く．これら S-ratio の明確な変化曲線は，堆積物の粒度変化を反映

していると推定される．また，これら S-ratio の曲線は，帯磁率の変化曲線とも連動して変化する．以上のことか

ら，これら S-ratio の変化曲線は，供給粒子の変化と判断され，そのことから，ウィルクスランド沖の氷床の消長

をあらわしていることが推定される． 
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